
 

ビジネス街のランチタイムに、関学大学院の教員と共に学ぶ 

 

 

 

  

 

複合循環論から見る今後の景気 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■日 時： 2012 年 １０月１５日 (月曜日)  １２:１０～ （受付開始 11:45～） 

 

 

■場 所： 関西学院大学大阪梅田キャンパス 1４階 1406 教室 

        （〒530-0013 大阪市北区茶屋町 19-19 アプローズタワー14F） 

■定 員： ３０名（先着順） 

■費 用： 無料 ※昼食は当日会場で取っていただいて結構です（昼食は各自ご用意ください）。 

 

 

 

  

 

 

12:10～12:40  昼食をとりながら、講師から話題の提供 

12:40～13:00  参加者と懇談 

13:00～13:30  時間が可能な方と引き続き懇談 

無料

 1951 年に始まった第 2 循環以後、これまでに、わが国は 14 回の景気循環を経験し、現在、15 番目の景気

循環の最中にある。この第 15 循環の景気の転換点がいつなのかということは、ビジネスマンにとって関心事

の一つであろう。また、長期的な景気の動向も気になるところである。 

 実は、戦後の景気循環は資本ストックと建設投資の変動から大きな影響を受けている。このことを踏まえ、

このビジネスランチアワーでは、複合循環論の観点から景気の現状と今後について考えていきたい。 

関西学院大学大阪梅田キャンパスは、現実のビジネスにある背景、理論、科学的方法を学習し、より適切にビジネスの現実に対処していく方法を学ぶきっかけとな

る場を提供したいと考えます。夜遅くまで仕事をされている社会人に、まずは昼食時にビジネスに関するヒントやアイデアをつかんでいただくきっかけを提供します。 

 

1955 年生まれ。1985 年関西学院大学大学院経済学研究科博士課程後期課程所要単位修得満期退学、経

済学博士。関西学院大学経済学部助手、専任講師、助教授を経て現職。著書に、『現代日本の景気循環』

（2012 年）日本評論社、『公債と財政赤字のマクロ理論』（1996 年）有斐閣、編著に、『CD-ROM で学ぶマクロ

経済学』（1999年）日本評論社、『生涯学習時代における大学の戦略－ポスト生涯学習社会にむけて-』（1999

年）ナカニシヤ出版、共著に、『マクロ経済学』（1993 年）八千代出版、などがある。 現在、財政赤字と公共投

資の理論的・実証的研究、景気循環についての理論的・実施的研究の 2 つのテーマを研究している。 

【個人情報の取扱いについて】お申込にあたり、お知らせいただいた個人情報は、来場者の分析や今後関西学院大学

大阪梅田キャンパスからのお知らせをお送りする際にのみ利用いたします。 

● １０月の話題提供 ● 

【主催】関西学院大学大阪梅田キャンパス 

■お問合せ先： 関西学院大学大阪梅田キャンパス事務室 

TEL： 06-6485-5611 E-mail： kghub@kwansei.ac.jp 

大阪梅田キャンパスＨＰ（http://www.kwansei.ac.jp/kg_hub/） 

「講座・講演会（ビジネスランチアワー）」ページより、申込フォームに 

必要事項を入力し、送信してください。 

■お申込方法 

村田 治（関西学院大学 経済学部教授） 


